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ソデイカ（あかいか）

■分類と名称
ソデイカは、ツツイカ目開眼亜目ソデイカ科に属する外洋性大

型種です。分類学的には、ケンサキイカやヤリイカよりもスルメ
イカにより近い種類ですが、他のイカ類にはない特徴もたくさん
持っており、ソデイカ科として単独で分類されています。

海外では、その体型から Diamond Squid、Diamondback Squid
（ダイアモンド型のイカ）と呼ばれています。国内では、あかい
か（兵庫・鳥取）、たるいか（京都・福井）、べにいか（島根）、
せーいか（沖縄）などの地方名で親しまれています。

■分布
全世界の熱帯・亜熱帯海域を中心とした広い海域に生息し、日

本周辺のように暖流（黒潮や対馬暖流）の流れる海域では、より
高緯度にも分布します。国内では、北海道の北部に位置する利尻
島で漂着した記録も残っています。

■ソデイカ漁業
定置網などでは古くから漁獲されていましたが、本格的な漁業

利用の歴史は、1960年代に山陰（兵庫県但馬地域）で「樽流し
立縄漁業」が開発されたことから始まりました。その後、この漁
法が日本国内に広く伝わり、現在では日本海各地や沖縄、鹿児島、
小笠原地域で漁獲されています。

近年（1995-2005年）のわが国全体の漁獲量は、年間約２千
トン～６千トン前後で変動しています。都道府県別の漁獲量では、
沖縄県が第１位で全体の約半分を水揚げし、
兵庫県、鳥取県がこれに続きます。

世界中の暖かい海
にいるよ!
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■産卵
ソデイカはゼラチン質に包まれた「卵塊＝卵のかたまり」を産

みます。ソデイカの卵塊は世界各地の暖海域で見つかっており、
2004年には日本海でも初めて卵塊が採集されました。ひとつの
卵塊中には、数万から最大で約7万6千個もの卵が含まれます。

最近の沖縄県の調査では、太平洋の広い範囲で産卵前の成熟し
たメスが見付かっており、ソデイカは特定の産卵場ではなく外洋
表層のあちらこちらで産卵しているようです。また、暖海域では
ほぼ年中産卵が行われています。

■稚仔
ふ化前後のソデイカは無数の色素胞が特徴

的で、他の種類と区別する重要な手掛かりで
す（右写真）。卵から短期間（5～10日）で
ふ化した稚仔は、表層から少し深い層（亜表
層）に移動しながら、外洋域の広い範囲に分
散していきます。

■寿命・成長
イカ類の寿命や成長は、漁獲物の組成をきめ細かに追いかけた

り、「平衡石」と呼ばれる組織に刻まれた模様（木の年輪のよう
なもので、イカ類の場合は日輪）の数を読みとることによって、
推定することができます。日本海で漁獲される様々な大きさのイ
カ(胴の長さ8～69cm) を使って調べたところ、生まれてからの日
数は約100～300日であり、ソデイカの寿命は1年未満だと考え
られました。最大で胴の長さが85cm、体重20kgにも達すること

から、その成長の速さはまさに驚異的です。

ソデイカの生態－１
らんかい

ふ化稚仔（胴の長さ約1.5mm）

１年で20kgにまで
大きくなるよ！

0.2 mm

0.1 mm

ソデイカの平衡石（顕微鏡写真）
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■発生時期と発生海域
漁獲された日から平衡石に刻まれた輪紋数（≒生まれてからの

日数）を逆算することにより、個々のイカの誕生日（発生日）を
推定できます。この方法によると、日本海で漁獲されるソデイカ
の発生時期は２～３月を盛期とする１～９月の長い期間におよぶ
と推定されました。黒潮や対馬暖流の流況や沖縄周辺での成熟し
たメスの親イカの出現状況を加味すると、日本海で漁獲されるソ
デイカは黒潮や対馬暖流の上～下流域の広い範囲の海域で発生し
ていると考えられます。

熱帯・亜熱帯海域ではほぼ
周年を通じて産卵が行われて
いることから、「日本海方面
行き」の流れである黒潮や対
馬暖流に乗り込んだ発生群の
うち、昇温期にうまく合致し
た一部の群が日本海の資源を
形成し、初秋から初冬の時期
に日本海で漁獲されていると
いえます。

■食性
ソデイカの胃の中身に含まれる餌生物の断片を調べたところ、日

本海では資源量の多いスルメイカや魚類が主な餌生物となってい
るようです。また、太平洋などの外洋では外洋表中層性の小型魚
類やイカ類（マイクロネクトン）を食べていることが報告されて
います。

ソデイカの生態－２
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黒潮や対馬暖流に
乗って、南の海から
はるばる日本海まで
旅してくるんだ！

スルメイカの吸盤内にある角質環（ソデイカの胃からも見付かります）

日本海にいるイカの仲間で
は一番資源量が多いんだ。

スルメイカ
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■水平方向の移動・分布
標識放流の結果では、兵庫・鳥取海域で放流したソデイカは、

西方向は隠岐諸島周辺や日御碕周辺、東方向は若狭湾周辺から富
山湾にかけての広範囲で再捕がありました。ただ、その多くは山
陰沿岸の比較的水温の高い海域からのものでした。また、漁業者
の方々に記録していただいた毎日の操業日誌から漁獲状況と水温
との関係を解析したところ、水深５０ｍ深で１９℃以上、１００
ｍ深で１４-１５℃以上の海域で好漁場が形成され、「山陰若狭沖

冷水」と呼ばれる冷水域の近くでは沖側での漁獲が少なくなるこ
とがわかりました。

さらに、モデルによる
シミュレーションの結果
では、ソデイカの移動回
遊には、海流が影響して
いることが示唆されてい
ます。

■鉛直方向の移動・分布
イカが泳いでいる層の環境を直接調べるために、小型水温水深

計や超音波発信器を使った調査を実施しました。その結果、ソデ
イカは、毎日規則正しく泳ぐ層を変えており、昼は水深６０－８
０ｍを中心としたやや深い層に、夜間はほぼ表層近くに分布する
ことがわかりました。また、時には水深２５０-３００ｍ（水温１

－３℃）の深い層にまで潜ることもありました。夜間の泳層も満
月時には新月時よりもやや深くなる傾向もみられ、ソデイカの行
動は、光や餌生物の分布層に関係
していると考えられます。

日本海での分布・移動・回遊
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昼は深い層（60-80m）、
夜は表層近くを主に泳いでいるんだ

漁場の水温と漁獲との関係

⑤＊本資料を使用される場合には、但馬水産技術センター（0796-36-0395）まで事前にご連絡下さい。



■来遊資源水準とその予測
日本海での漁獲量は年ごとに大きく変動しますが、日本海内部

での好・不漁は各地域で一致しており、来遊する毎年の資源の量
で漁獲水準が決まる傾向があります。統計的な解析によれば、ソ
デイカの幼体（小型のイカ）が日本海に来遊しはじめる６月の環
境条件（対馬海峡周辺の水温・塩分・流量等）とその年の盛漁期
（９－１１月）の漁獲水準とは密接な関係が確認されており、漁
期前に大まかな来遊資源水準を予測することが可能です。

■漁場環境とその予測
兵庫・鳥取海域のソデイカ漁場は、漁期中の水温など漁場環境

にも大きな影響を受けています。現在、九州大学の日本海大循環
数値シミュレーションモデルを活用し、山陰沿岸の海流や水温を
予測する技術の開発が進められています。これにより、数週間か
ら１ヶ月先の漁場形成条件、例えば水深１００ｍ深の水温分布や
山陰若狭沖冷水域の勢力や配置などを知ることができるようにな
り、間接的に好漁場の位置も
予測できるようになります。

漁況予測
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も多くなるよ。

モデルによる１ヶ月前の
予測 実際の観測値

好漁場の位置が事前に
わかってしまうのか！

2006年の兵庫・鳥取沖漁場の水温

冷水域

冷水域
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■推定資源量と漁獲率
市場調査や標本船日誌調査の結果から、漁期ごとの漁獲尾数や

資源の水準を計算することが可能です。これによると、近年（1999
～2004年）の年間漁獲尾数（兵庫県分）は約８万～２５万尾で、漁

期を通じての漁獲率は３－７割程度と試算されました。つまり、
漁期当初に来遊した総数のうち、毎年半数前後のイカが漁獲され
ていることになります。標識放流調査で、放流したイカがもう一
度捕らえられる割合が高いことからも、日本海での漁獲圧は非常
に高いと考えられます。

■日本海のソデイカ資源の成り立ち
ソデイカの寿命が１年未満であるため、資源（年級群）は毎年

入れ替わります。親子関係を想定した「連続する２カ年」の資源
水準には関連性が見られず、獲り残した親イカの量と翌年の子の
量の関係は極めて不明瞭です。実際、日本海で漁獲されるソデイ
カの推定発生盛期である２－３月には、成熟した親を含めたあら
ゆるサイズのソデイカが、日本海では見られなくなります。

その他のソデイカの産卵生態や初期生活史を考慮しても、現時
点では、日本海内における強い漁獲圧が翌年の来遊資源量に悪影
響を及ぼす恐れは非常に小さいと考えられます。

一方、毎年の来遊資源水準がその年の環境条件と密接に関係し
ていることから、日本海のソデイカ資源は、他のイカ類と同様に
環境依存型といえます。漁業面では、毎年、太平洋－東シナ海か
ら来遊する資源水準を的確に把握し、漁期内で資源を有効に無駄
なく利用できる方策を検討することが重要になります。

資源診断と有効利用
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全体の半分前後も
漁獲されているのか！

南の海から運ばれてきて日本海で成長するんだ。
現状では、日本海での漁業は次の世代の資源量
にはほとんど関係ないと考えられているよ。

S
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■小型イカの有効利用
ソデイカの成長が非常に速いことは先に述べました。成長の速

い水産生物では、時として「小さいものを多く漁獲（先獲り）」
するよりも、「数は少なくなっても大きく育ってから漁獲（後獲
り）」するほうが結果的に収益が多くなることがあります。

例えば２００１年のように、漁期当初の８－９月頃に小さいサ
イズのイカ（胴長３０ｃｍ前後）の比率がとても大きい年があり
ます。漁獲圧や自然に減っていく割合などを様々に変えて試算し
たところ、このような年に小型のイカの漁獲を１０～２０日間程
度差し控えた場合、総漁獲尾数は減るものの、総漁獲量は漁獲を
続けた場合と同水準となることがわかりました。このため、小型
イカをいったん海に戻し、大きくなってから再度漁獲するという
方策は、資源の有効利用に一定の効果があると考えられます。た
だし、すでに大きく成長したイカや水温が低くなる漁期後半では、
小型のイカほどの高い成長率が見込めなくなるために「後獲り」
の効果はほとんどありません。

■おわりに
漁況予測を通じた操業計画の策定や資源の有効活用は、地域の

漁業者皆さんの主体性と協調性の上に成り立つものです。本研究
の成果が少しでも皆さんの漁業経営のお役に立ち、地域漁業の振
興につながることを心から期待しております。

資源診断と有効利用

どっちが得
かな？？
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